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地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定により、 
平成２８年度の教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価等に 
ついて、報告書を提出します。 
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○点検・評価委員

　　　　により評価を行った。

　　　　　評価及び主な意見については、事務局から説明を行い、２名の学識経験者

　３　教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務

　　　　『平成２８年度主要施策の成果に関する報告書』に代え、報告を行うものと
　　　する。

　１　教育委員会の活動、及び２　教育委員会が管理・執行する事務

　　　【重要度】

　　　　　教育委員会の活動や教育委員会が管理・執行する事務として、重要度の高
        いものは高、比較的低いものは低、それ以外は中とする。

　　　【実現度】

　　　　　目標値に対して、概ね８割以上実施できたものは高、ほとんどできなかっ
        たものは低、それ以外は中とする。なお、対象年度に事例がなかったものは
　　　　記載しない。

　　　→　重要度と実現度を組み合わせた表を活用

　シート　その３　教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務

○評価の方法

　点検・評価の対象は、平成２８年度の主な教育施策や事業とし、次の三つの項目に
分類しています。

　シート　その１　教育委員会の活動

　シート　その２　教育委員会が管理・執行する事務

行うこととしました。

○点検・評価の対象

　串間市教育委員会としては、これまでも本市の教育の発展のために様々な事業に着

手し、その結果等を踏まえて改革に取り組んできているところです。

　政策効果を把握し、必要性、効率性等の観点から自ら評価を行い、その結果を公表

することは、政策立案を的確に行うとともに住民に対する説明責任を果たす上で重要

○自己点検・評価の考え方

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正に伴い、平成２０年度から教育委

員会の権限に属する事務の全てにおいて、その管理・執行状況について点検及び評価

を行うこととなりました。

なことです。そのような観点から、法の趣旨にのっとり具体的な内容の評価・点検を
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大項目

〇

〇
②

〇

〇

〇

〇

〇

〇

実
現
度
↑

　教育委員を対象とした研究大会・研修会に参加
し、必要な知識等を深めることができたが、今後よ
り多く参加して知識等を深めていただくため、積極
的に研修に参加していく必要がある。

　学校施設については、定期的な訪問を行ってい
る。また、新設中学校の施設整備の進捗状況を視察
した。
　さらに、その他の所管施設で開催される行事へ出
席する際には、所管施設への訪問もあわせて行って
いる。

教育委員会会議
の傍聴者の状況

実
現
度
↑

　　→　重要度

②

　各学校が掲げるテーマに基づき、６月から１１月
までの間に1５校の小中学校を計画訪問し、各学校
の実態を把握するとともに、教職員に指導助言する
ことができ、教育の向上に資することができた。

　　→　重要度

所管施設の訪問

学校訪問

　串間市教育委員会会議規則で定めているとおり、
定例会については毎月１回、臨時会については急を
要する議案等が生じた場合に開催している。平成２
8年度は、１２回の定例会、2回の臨時会を開催し
た。
　今後も計画的に会議を開催するとともに、十分な
議論を行っていく。

　平成２８年度は県立福島高等学校を育てる市民の
会を１回開催し意見交換を行った。
　さらに、市長部局による「串間市総合教育会議」
を開催し、市長と教育委員会による協議、調整を
行った。
　今後も意見交換会等を開催してさらなる連携を図
る必要がある。

会議録の公開、
広報、公聴活動
の状況

　教育委員会の定例会においては、資料等を概ね１
日前までに配布することにより、議案の熟読がなさ
れた上で審議を行ったため、議案に対する理解を深
めることができた。

　教育委員会の定例会において、教育委員長や教育
長から最近の教育に関する情報について各委員に報
告を行い、情報共有に努めた。
　また、串間市新しい中学校づくり推進委員会や各
部会の会議などの進捗状況について、各委員に報告
を行い、情報共有に努めた。
　今後も会議の活性化に向けて図っていく。

　会議録について市公式サイトで会議概要を公開
し、地域住民に周知を図った。
　今後も引き続き周知を図っていく。

　市広報誌を活用し、平成２８年４月号、10月号に
おいて新しい中学校づくり推進だよりを特集し、新
しい中学校づくりに向けて地域住民に周知を図っ
た。また、平成28年11月号、平成29年３月号にお
いて閉校に向けた取組を特集し、地域住民に周知を
図った。
　さらに、平成２９年４月に開校する串間市の新し
い中学校及び連携型中高一貫教育校に関する不安を
解消し、中学校生活への意識と進学への意欲を高め
るため保護者説明会を開催した。あわせてこれまで
調査検討してきた事項についても説明した。

学校及び教育施設
に関すること

①

　教育委員会会議の傍聴は可能であるが、平成２８
年度は、傍聴の実績はなかった。
　委員会開催日など市庁舎前の掲示板にて告示し、
併せて市公式サイトで会議開催のお知らせをし、地
域住民に周知を図った。
　今後も引き続き周知を図っていく。

教育委員の自己研
鑽に関すること

教育委員会と事務
局との連携に関す
ること

①

実
現
度
↑

　　→　重要度

①

　　→　重要度

点 検 ・ 評 価

首長との意見交
換

　　→　重要度

　　→　重要度

　教育委員会の定例会においては、資料等を概ね１
日前までに配布することにより、議案の熟読がなさ
れた上で審議を行ったため、議案に対する理解を深
めることができた。

平成２８年度　串間市教育委員会の自己点検・評価シート　その１

教育委員会会議
の開催回数

中 項 目

1
　
教
育
委
員
会
の
活
動

①

②

小 項 目

教育委員会会議
の運営上の工夫

教育委員会の会議
の運営に関するこ
と 実

現
度
↑

実
現
度
↑

実
現
度
↑

（１）

（６）

（５）

①

（３）

教育委員会の会議
の公開等に関する
こと

（２）

情報提供等

　　→　重要度

実
現
度
↑

研修会への参加
状況

　　→　重要度

（４）

実
現
度
↑

①

　　→　重要度

実
現
度
↑

教育委員会と首長
の連携に関するこ
と
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大項目

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

　　→　重要度

中 項 目 点 検 ・ 評 価

実
現
度
↑

　　→　重要度

実
現
度
↑

実
現
度
↑

　　→　重要度

実
現
度
↑

　　→　重要度

（７）
教育委員会の所管に属する各種委員会
の委員の任命又は委嘱に関すること

　学校医ほか１７件の各種委員等につい
て、教育長提案のとおり承認した。

　４月の人事異動に際し、市長部局と事前
に十分協議をし、概ねその結果が反映され
た。教育委員会事務局及び学校その他の教

育機関の職員の任免その他の人事に関
すること

（６）

実
現
度
↑

　　→　重要度

　　→　重要度

平成２８年度　串間市教育委員会の自己点検・評価シート　その２

　当初予算編成方針を説明し、新年度予算
原案の決定を行った。
　また補正予算案についても説明し決定を
行った。
　その他、議会に提案すべき議案について
も、定例会において審議し決定を行った。

　串間市スクールバス運行管理規則や串間
市地区体育館施行規則の制定や、串間市文
化財保存調査委員会規則の一部を改正する
規則についてなどの所要の改正を行った。

（３）
教育予算その他議会の議決を経るべき
議案の原案を決定すること

２
　
教
育
委
員
会
が
管
理
・
執
行
す
る
事
務

　４月の人事異動に際し、県教育委員会へ
職員の内申を行った結果、概ねその意向が
異動に反映された。

　串間市総合教育会議において策定した
「串間市教育大綱」に基づき、串間市教育
施策の見直しを行い、市校長会において当
該年度の施策や事業を示し、その周知徹底
を図った。

（５）
県費負担に係る教職員の人事の内申に
関すること

（４）

串間市立の小学校及び中学校その他の
教育機関の設置、移転及び廃止に関す
ること

　平成２９年４月から串間市内の６校ある
中学校を廃止した。

教育に関する事務の管理及び執行の基
本的な方針に関すること

（１）

（２）
教育委員会規則及び規程を制定し、又
は改廃すること

実
現
度
↑

　　→　重要度

実
現
度
↑
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大項目

〇

〇

実
現
度
↑

　地方教育行政の組織及び運営に関する
法律の趣旨に基づき、評価委員の評価を
参考に、改善に向けた協議を行った。

中 項 目 点 検 ・ 評 価

実
現
度
↑

　　→　重要度

実
現
度
↑

　　→　重要度

（８） 教科用図書の採択の決定に関すること

（１２）
教育に関する事務の管理及び執行の状況
の点検及び評価に関すること

　　→　重要度

　平成２８年度は事例がなかった。

　　→　重要度

　平成２８年度は事例がなかった。

（１０）

串間市文化財保護条例（昭和43年串間
市条例第6号）による文化財の指定及び
解除に関すること

実
現
度
↑

(１１）

平成２８年度　串間市教育委員会の自己点検・評価シート　その２

　平成２９年４月から新たに串間市立串
間中学校が開校することに伴い、串間市
立中学校が閉校するため、通学区域審議
会を開催し生徒の通学区域の変更を行っ
た。

　平成２８年度教科用図書の採択につい
ては事例がなかった。

(９)
学校の通学区域を設定し、又は変更する
こと

請願、陳情、訴訟及び異議の申立てに関
すること

２
　
教
育
委
員
会
が
管
理
・
執
行
す
る
事
務

実
現
度
↑

　　→　重要度
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総　合　評　価

生涯学習課文化係

生涯学習課生涯学習係（１０）

生涯学習課文化係

（１２）

生涯学習課生涯学習係（９）

平成２８年度　串間市教育委員会の自己点検・評価シート　その３

学校政策課教育総務係

（４） 教育研究所育成

福島高等学校支援事業

（１３）

（１） 不登校児童生徒適応指導事業 学校政策課教育総務係

３
　
教
育
委
員
会
が
管
理
・
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
務

学校政策課教育総務係

事 業 の 名 称 等大項目 担 当 課 ・ 係 点 検 ・ 評 価

串間市中学校新設校施設整備事業

（５）

（３）

『平成2８年度主要施策の成果に関す
る報告書』に代える。

生涯学習推進事業

スポーツ振興支援事業

（１１） 文化財保護対策事業

文化振興基金運用

複式学級支援講師配置事業（小学校）

文化振興事業

　平成２８年度の取組を通して、平成29年４月に開校する串間市立串間中学校と宮崎県立福
島高等学校における連携型中高一貫教育をさらに充実・発展するよう努めること、また学校再
編により閉校となる旧中学校跡地の利活用に努めること、さらには、小学校の段階から串間中
学校あるいは宮崎県立福島高等学校への進学を意識した取組を行うなど、学校教育の充実に向
けた取組を期待したい。
　また、生涯学習では、学校における道徳の教科化などに伴い、地域や家庭における教育がま
すます重要となってくるので、さらに充実した取組を期待したい。これからの社会教育、ス
ポーツ、文化の振興に向けた取組に期待したい。

（８）

学校政策課教育総務係

学校政策課教育総務係

（１５）

各種団体補助金

新ふれあい体験推進事業

中学校部活動支援事業（６）

生涯学習課スポーツ振興係

生涯学習課文化係

生涯学習課生涯学習係

（２）

生涯学習課スポーツ振興係

（７）

学校政策課教育総務係

競技者・指導者育成支援事業

学校政策課施設係

小中高一貫教育推進事業

（１４）

 ６


